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決算特別委員会

�2 二地域居住について
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公共施設や観光案内所、駅などは、すでに整
備されているが、町全体では費用の関係で、今
のところ難しい。圓藏寺などの人が多く集まる
地点の整備を考えている。
【意�見】 固定電話を持たない、携帯電話のみ
の方が多くなっているので、整備していく
べきだと思う。

�2 BG財団備品の一般貸出について
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当初からの予定として、スライドダンプとバッ
クフォーについては、各地区で免許（小型特殊
車両運転免許など）を持っていられる方には貸
出をしていきたいと考えている。バックフォーだ
けでは移動できないのでスライドダンプが納品次
第、各地区への貸出方法等を周知していきたい。

�2 登山道整備委託料について
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博士山は山開き前に１回、とじる前に１回の
計２回。刈り払いや倒木等の除去を行っている。
（森林組合に委託）飯谷山は倒木除去を中心と
して、雪解け後に１回整備している。（地域の方
と地元造園業社に委託）

�2 マイナンバーカードの更新ついて
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更新機器が必要であり、支
所では対応していないが、
利便性を図るため検討していきたい。

�2 健康診断受診率と医療費の関連について
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分析については、もっと長い期間で積み上げ
る必要があると考えているが、今、現在での町
の傾向として、人口が少ないということもあり、
医療費は、治療費が高い疾患の方がでると急激
に高くなり、乱高下する。７年度の今の時点で
は下がってきている。受診後の再検査や食生活
の改善を進め、健康な方へも病気にならないよ
うに伝えていきたい。

�2 農用地等整備事業について

+�>�w
+�Ù�•	.
¸�»�Ä�›�Ä�À�w�0	Å�t�b�”�\

�q�x�p�V�s�M�T�{

A ���s�Ä�À�p�0� �p�V�s�M�T�U�|

農用地等整備事業は地区から要望される農道
舗装や側溝蓋掛けに対して補助しているので、
乾田畑化対策事業として客土、
暗渠等を行っている事業がある
ので、当てはめられれば、と考
えている。

12月10日(水)～12日(金)

12月10日(水)
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次回定例会の予定
（赤べこ議会）

一般質問
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一般質問はインターネット
配信しています
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来年に活かせ！議会の提言
議会では令和６年度の予算審議の終了時に13項目の意見を付しました。執行
部からは以下のような方針が示されておりましたが、来年にも活かしてほしい
内容です。（要約して一部を掲載）

１ �予算執行にあたっては効果的、効率的、公平性及び透明性を遵守し適正な執行に当たるこ
と。

　答　現在直面する課題を的確に把握したうえで適切な予算執行に努めます。

２ �令和６年度は「第６次柳津町振興計画」の４年目にあたり、目標と実態とに、かい離を生
じないよう実効効果の確保を図り、町民の満足度を向上させるように努めること。

　答　�前後期５年間の見直しや具体的事業の３年ローリング見直しで、実態とのかい離を最
小限に抑え、町民の満足度向上を図っていきます。

３ �近年の自然災害は集中拡大の傾向にあり、即刻大災害の危険をはらんでおり、インフラや
土砂崩れ、雪崩、空き家倒壊などの「災害防止」のため、事前対策を実施するとともに安
心安全を図ること。

　答　�被害を最小限にとどめるため、危険個所を把握し予防策を講じ、有事の備えの大切さ
を呼び掛けていきます。

４ �各地区での防災訓練の充実を図ること。また消防団員確保のため経営者の理解を得て勧誘
に努めること。古くなった火災警報器の保守点検を進め、町民の意識高揚を図ること。

　答　�有事に備える働きかけを行っていきます。また火災警報器の定期的な更新を周知します。
などなど

議 案 審 議

９月の定例会では、決算認定のほか、職員の服務に関する条例の改正や補正予
算、任期満了に備えた人事案件の同意などが審議されました。

職員の勤務時間、休暇等に関する条例
育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の一部改正よるもの。
女性職員の妊娠出産やその後の育児を支援する内容などが盛り込まれた。

柳津町税特別措置条例
租税特別措置法施行令及び福島県税特別措置条例が改正によるもの。
過疎地域における課税免除の措置で、設備投資に係る固定資産税免除の対象期間が令和10年３

月31日までに延長された。。

令和７年度柳津町一般会計補正予算、ほか４特別会計、１事業会計の補正予算
○主な追加予算（追加額）
　財政調整基金への積立	 101,000千円	 自然災害による緊急修繕	 54,550千円
　簡易水道事業会計への補助金	 21,528千円	 介護保険の国県への負担金	 35,744千円 など

教育長に神田順一氏	 教育委員に上田精一氏
９月30日で任期満了となる同氏の再任に同意。	 　９月30日で任期満了となる同氏の再任に同意。

第３回定例会の主な議案定例会議案

改正

改正

再任 再任

予算変更
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９月議会では、補正予算や条例、教育委員の人事などを審議しました
が、質疑応答を経て、すべての議案が可決されました。

議 案 審 議

質疑応答を経て可決

保健衛生係の超過勤務について

農地費、林道維持費の修繕費について　　　

補正予算

2,735千円

5,000千円

【議員】昨日の全協でも同僚議員か
らこんなに多額な超過勤務手当
というのは、どういうことなの
かという質疑があったが、どう
いうやり方を考えているのか。

【議員】（基幹農道や大規模林道の維持管理費
に関連して）議会でも地区の座談会にお邪
魔すると、高齢化や人数減少ということ
で、地区住民での維持管理に、だんだん無
理が出てきているというお話を伺った。地
区のインフラ維持についてのお考えを伺い
たい。

【議員】保健師の足りない分でオーバーワークにならない、無理な残業
をしないようにするためには、保健師を採用する努力をすることを
お願いしたいと思います。

【課長】この超過勤務については、保健衛生係の係長
以下５名分になります。通常の業務のほかに保健師
２名不足している状況でありますので、その分を各
５名で分担しており、日中できな
い仕事を夜とか、休日もあるとは
思います。

【町長】各地区から今までや
っていたことができなく
なってきたという話がよ
く聞かれるようになりま
した。町としても考えて
いなければいけない時期
に来ていると思います。

渡
わた

邊
なべ

俊
とし

典
のり

議員

松
まつ

村
むら

　亮
りょう

議員

町政を問う町政を問う
一般質問一般質問

今回は５名の議員が登壇しました。
次ページからご覧ください

○�一般質問は、議員が町政全般につい
て、現状や方針を問うものです。１人
あたりの持ち時間は答弁を含めて40分
です。内容を要約・編集して掲載して
おります。

◇録画映像は町の公式
　ホームページで
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一 般 質 問

様 な々助言を受けながら、
より良いものにしていきたい

Q
町
が
掲
げ
る
「
森
林
利
活

用
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
「
み
ら
い
に
活
か
す
宝
の

山
」
を
掲
げ
、
50
年
後
の
森
林
の

姿
を
描
い
て
４
つ
の
柱
「
み
ら
い

に
繋
げ
る
取
組
」「
磨
き
上
げ
る

取
組
」「
守
る
取
組
」「
新
し
い
魅

力
を
見
つ
け
る
取
組
」
を
も
と
に

施
策
を
進
め
て
い
る
が
、
現
状
の

進
捗
と
取
組
体
制
、
住
民
と
の
協

働
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
町
長
）
森
林
利
活
用
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
林
政
は
、

今
年
度
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
、

他
町
村
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

住
民
の
方
々
と
の
協
働
に
よ
り
進

め
て
い
き
、
国
の
地
方
創
生
伴
走

支
援
も
受
け
て
い
る
の
で
、
様
々

な
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
よ
り
良

い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

Q
「
み
ら
い
に
繋
げ
る
取
組
」

で
、
子
ど
も
た
ち
や
若
者

が
森
林
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
教
育
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
森
林

環
境
交
付
金
の
基
本
枠
を

活
用
し
て
、
町
内
小
中
学
校
で
の

森
林
環
境
学
習
を
令
和
６
年
度
に

は
17
回
実
施
し
て
お
り
、
ほ
と
ん

ど
の
学
年
で
年
１
回
以
上
実
施
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

Q
「
磨
き
上
げ
る
取
組
」で
、

地
域
の
間
伐
材
や
未
利
用

材
の
活
用
を
進
め
る
た
め
の
技
術

支
援
や
販
路
開
拓
策
は
講
じ
ら
れ

て
い
る
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
奥
会

津
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
構
想

を
奥
会
津
五
町
村
活
性
化
協
議
会

が
主
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
。

町
単
独
で
の
販
路
開
拓
は
難
し
い

こ
と
か
ら
、
広
域
的
な
連
携
を
活

か
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Q
「
守
る
取
組
」で
、
保
安
林

や
水
源
涵
養
林
の
維
持
管

理
体
制
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
森
林

整
備
計
画
の
機
能
別
ゾ
ー

イ
ン
グ
（
区
分
け
）
で
町
の
ほ
と

ん
ど
の
森
林
を
水
源
涵
養
林
と
し

て
指
定
し
て
お
り
、
伐
採
に
制
限

を
加
え
て
保
全
を
図
っ
て
い
る
状

況
で
、
特
に
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
森
林
は
森
林
法
に
基
づ
く
保

安
林
指
定
が
な
さ
れ
、
県
の
管
理

の
も
と
皆
伐
が
禁
止
さ
れ
る
な
ど

の
保
護
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
密
に
な
り
す
ぎ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
り
、
運
営
会
議
等
で
考

え
を
整
理
し
、
水
源
涵
養
林
を
分

け
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

Q
森
林
火
災
や
病
害
虫
な
ど

の
リ
ス
ク
管
理
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
か
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
森
林

火
災
や
ナ
ラ
枯
れ
等
の
病

虫
害
は
町
だ
け
で
の
対
策
が
難
し

い
の
が
現
状
で
、
進
ん
で
い
な
い

状
況
で
あ
る
。
国
や
県
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
知
見
を
得
て
、
広
域

的
に
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

Q
「
新
し
い
魅
力
を
見
つ
け

る
取
組
」
で
、
森
林
空
間

を
活
用
し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の

開
発
状
況
に
つ
い
て
、
説
明
を
い

た
だ
き
た
い
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
県
の

森
林
環
境
税
交
付
金
を
活

用
し
て
、
森
林
公
園
の
再
整
備
デ

ザ
イ
ン
委
託
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
デ
ザ
イ
ン
を
も
と
に
協
議
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
再
整
備
を
し

て
い
く
こ
と
で
、
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
の
軸
に
な
り
得
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

Q
森
林
を
活
用
し
た
地
域
独

自
の
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
町
で

は
６
月
28
日
に
西
山
支
所

ゆ
き
げ
館
に
お
い
て
森
林
利
活
用

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
を
記
念
し
た
キ
ッ

ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
「
た
か
ら
の
や

ま
の
日
」
を
実
施
し
た
。
小
さ
い

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
森
林
利
活
用
ビ
ジ
ョ

ン
と
森
林
の
楽
し
み
方
を
知
っ
て

い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

Q
西
山
小
学
校
「
緑
の
少
年

団
」
の
活
動
が
県
教
育
長

賞
に
加
え
、
全
国
最
高
賞
の
「
み

ど
り
の
奨
励
賞
」
も
受
賞
さ
れ

た
。
教
職
員
の
ご
尽
力
や
児
童
の

日
々
の
活
動
の
成
果
で
あ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
方
々
の
深

い
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
る

と
受
け
止
め
て
い
る
。
こ
の
受
賞

に
つ
い
て
町
長
の
所
感
を
伺
い
た

い
。A

（
町
長
）
町
民
の
理
解
と

協
力
、
協
働
、
こ
う
い
っ

た
も
の
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
特
に
子
ど
も
た
ち
へ
の

森
林
教
育
の
重
要
性
を
強
く
感
じ

て
い
る
。
県
の
教
育
長
賞
と
合
わ

せ
て
全
国
の
最
高
賞
で
あ
る
「
み

ど
り
の
奨
励
賞
」
を
受
賞
し
た
こ

と
は
、
大
変
意
義
深
い
こ
と
で
あ

っ
て
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上

げ
た
い
。
今
後
も
活
動
を
支
援
し

て
い
き
た
い
。

１番　小
こば

林
やし

　浩
ひろし

議員

柳津町森林利活用ビジョンの具体化に
向けた取り組みと地域連携のあり方は？

町長

【
※
一
般
質
問
と
は
…
議
員
が
議
長
の
許
可
を
得
て
、
町
の
事
務
全
般
に
つ
い
て
質
す
発
言
】
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Q
近
年
、
農
業
人
口
も
減
少

し
、
町
の
基
幹
産
業
と
さ

れ
て
い
た
農
業
は
年
々
疲
弊
化
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏

ま
え
次
の
３
点
を
伺
う
。

①
農
業
人
口
維
持
確
保
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て

②
生
産
組
織
及
び
組
合
の
現
状
と

今
後
の
設
立
に
つ
い
て

③
遊
休
農
地
の
現
状
、
活
用
対
応

に
つ
い
て

A
（
町
長
）
①
農
業
の
働
く

場
所
を
創
出
す
る
こ
と
で
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
の
受
け

入
れ
先
と
し
て
の
機
能
や
人
材
育

成
、
移
住
定
住
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
新
規
就
農
事
業
の

採
択
が
困
難
な
た
め
、
法
人
化
す

る
こ
と
で
人
材
確
保
や
農
地
集
積

を
行
い
、
効
率
性
の
高
い
地
域
農

業
を
展
開
す
る
た
め
ス
マ
ー
ト
農

業
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

②
生
産
組
織
の
現
状
は
、
本
庁
地

区
で
４
法
人
１
組
合
、
支
所
地
区

１
法
人
が
活
動
を
し
て
お
り
、
今

後
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
法
人
化

の
声
が
あ
れ
ば
、
よ
く
協
議
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
で
き
る
限
り
の

支
援
を
積
極
的
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

③
高
齢
者
の
離
農
が
年
々
増
え
、

遊
休
農
地
が
増
加
し
て
い
る
。
遊

休
農
地
を
活
用
す
る
活
動
は
厳
し

い
状
況
で
、
農
地
を
荒
ら
さ
な
い

よ
う
に
ソ
バ
や
ナ
タ
ネ
を
栽
培
し

て
い
る
の
が
現
状
で
、
遊
休
農
地

を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
現
在
の
農

地
を
守
る
活
動
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
認
定
農
業
者
は
国
の
補
助

制
度
の
受
け
皿
に
も
な
る

の
で
、
問
題
を
整
理
し
て
確
保
で

き
れ
ば
今
後
の
農
業
の
計
画
も
立

て
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
状
況

と
今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
認
定

農
業
者
も
高
齢
化
が
進
ん

で
、
安
定
的
な
経
営
発
展
が
厳
し

い
方
と
は
よ
く
協
議
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
更
新
し
な
い
な
ど
、
精
査

を
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。
農
業

で
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
現
在

１
名
お
り
ま
す
が
、
今
年
12
月
で

卒
隊
の
予
定
で
、
卒
隊
後
に
つ
い

て
協
議
し
て
い
る
状
況
。
今
後
、

ま
た
新
た
に
募
集
し
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

Q
ス
マ
ー
ト
農
業
は
、
地
域

性
を
鑑
み
た
際
に
、
可
能

性
の
あ
る
と
こ
ろ
、
な
い
と
こ
ろ

が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
平

坦
と
山
間
の
格
差
を
ど
の
よ
う
に

埋
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
利
活

用
で
き
る
、
機
器
を
取
り

入
れ
て
い
る
法
人
等
に
よ
る
小
規

模
農
家
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
整
備
等

を
図
り
、
省
力
化
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
農
業
に
は
魅
力
が
な
く
、

主
で
あ
る
米
が
生
産
調
整

の
強
化
や
米
価
安
、
資
材
高
騰
に

よ
り
、
作
れ
ば
作
る
ほ
ど
赤
字
に

な
っ
て
い
た
が
、
昨
年
よ
り
一
変

し
、
価
格
高
騰
に
転
じ
た
。
国
で

は
価
格
安
定
に
つ
な
げ
る
た
め
生

産
調
整
を
や
め
、
耕
作
放
棄
地
を

利
用
し
て
増
産
転
換
す
る
方
針
を

示
し
た
。
町
で
は
今
後
、
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
町
の

実
情
を
踏
ま
え
、
国
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、
生
産
者
や

団
体
の
皆
様
方
と
協
議
し
て
進
め

て
い
き
た
い
。

Q
生
産
組
織
の
設
立
は
声
が

あ
れ
ば
相
談
に
乗
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
私
は
逆
で
あ
り
、

現
状
を
知
り
尽
く
し
て
い
る
行
政

側
か
ら
働
き
か
け
相
談
す
べ
き
だ

と
思
う
が
い
か
が
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
昨
年

度
、
町
で
は
地
域
計
画
を

作
成
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
地
域

計
画
を
も
と
に
今
後
、
座
談
会
等

で
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

Q
町
と
し
て
の
法
人
設
立
構

想
と
い
う
こ
と
で
、
理
想

で
も
い
い
の
で
、
お
聞
か
せ
願
い

た
い
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
理
想

と
い
う
こ
と
で
、
地
域
計

画
８
地
区
で
、
支
所
地
区
は
全
体

１
地
区
で
策
定
し
て
い
る
。
８
地

区
で
面
積
や
農
業
者
数
が
変
わ
っ

て
く
る
の
で
、
統
廃
合
を
し
な
が

ら
６
地
域
、
６
地
区
、
６
法
人
と

い
う
の
が
理
想
で
は
な
い
か
と
考

え
て
は
い
る
。

Q
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
等
に
県
、

町
、
Ｊ
Ａ
の
各
担
当
者
に

よ
る
定
期
的
な
会
合
を
開
催
し
、

協
議
検
討
し
て
い
く
よ
う
な
こ
と

は
な
い
の
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
町
、

県
、
Ｊ
Ａ
、
関
係
団
体
が

出
席
す
る
情
報
交
換
等
の
会
議
が

年
２
回
ほ
ど
あ
る
の
で
情
報
共
有

を
図
り
、
み
ら
い
農
業
会
議
の
委

員
や
生
産
者
の
方
々
と
も
共
有
し

て
い
き
た
い
。

移住者への提供、法人化、スマート
農業の導入などを考えています

柳津町の農業ビジョンは？

町長

８番　田
た

﨑
さき

信
しん

二
じ

議員

【
意
見
】
事
務
職

員
レ
ベ
ル
の
定
期

的
な
会
議
を
過
去

に
は
開
催
し
て
い

た
の
で
、
復
活
し

て
す
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。



一 般 質 問

10

６番　岩
いわ

渕
ぶち

清
きよ

幸
ゆき

議員

Q
持
続
可
能
な
町
づ
く
り
の

た
め
、
重
要
な
施
策
の
ひ

と
つ
で
あ
る
「
関
係
人
口
」
の
創

出
に
、
ど
う
取
り
組
む
つ
も
り
か

伺
う
。

A
（
町
長
）
関
係
人
口
を
単

な
る
観
光
人
口
と
し
て
で

は
な
く
「
町
の
フ
ァ
ン
」
と
し
て

と
ら
え
、
結
び
つ
き
を
深
め
る
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

具
体
的
に
は
交
流
事
業
や
情
報
発

信
、
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、
二

地
域
居
住
の
た
め
の
空
き
家
バ
ン

ク
へ
の
登
録
な
ど
、
地
道
な
努
力

を
続
け
る
こ
と
で
、
町
に
新
た
な

活
力
が
も
た
ら
さ
れ
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
が
実
現
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

Q
関
係
人
口
の
定
義
と
そ
の

位
置
づ
け
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
町

と
多
様
な
形
で
つ
な
が
る

方
々
と
定
義
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
中
で
の
重
要
な
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

Q
農
林
業
の
体
験
や
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
、
あ
わ
饅
頭

づ
く
り
や
圓
藏
寺
の
餅
つ
き
な
ど

へ
の
参
加
を
募
集
し
、
関
係
人
口

に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
企
画

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
就
農

者
の
確
保
は
も
と
よ
り
、

関
係
人
口
の
創
出
の
ほ
か
、
町
の

子
ど
も
た
ち
の
郷
土
愛
を
育
む
上

で
も
、
農
業
体
験
は
効
果
的
で
あ

る
と
考
え
ま
す
の
で
、
農
家
や
林

業
、
商
工
観
光
関
係
者
な
ど
と
協

議
を
し
、
ご
協
力
を
得
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　Q

姉
妹
都
市
で
あ
る
出
雲
崎

町
と
の
交
流
を
、
も
う
少

し
活
発
に
し
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
。
コ
ロ
ナ
禍
も
収
ま
っ
て
き

て
い
る
と
、
と
ら
え
て
い
る
の
で
、

民
間
ベ
ー
ス
で
の
交
流
を
進
め
て

い
く
必
要
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
の
考
え
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
毎
年
、
相
互
の

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
交
流
や
、

町
職
員
同
士
の
交
流
を
実
施
し
て

お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た

い
。
さ
ら
に
深
め
る
た
め
に
は
、

民
間
の
レ
ベ
ル
で
の
交
流
が
ど
う

し
て
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
い

う
意
見
に
は
同
感
で
あ
り
、
官
民

一
体
と
な
っ
て
、
さ
ら
に
交
流
を

深
め
て
い
き
た
い
。

Q
先
進
事
例
と
し
て
、
島
根

県
海
士
町
で
は
大
人
の
島

留
学
制
度
と
い
う
の
が
あ
り
、
20

歳
代
の
若
者
が
１
年
間
、
働
き
な

が
ら
島
で
暮
ら
す
機
会
を
提
供
す

る
制
度
だ
そ
う
で
、
累
計
２
０
０

名
の
受
け
入
れ
に
な
っ
て
い
る
と

あ
っ
た
。
当
町
に
お
い
て
も
、
任

期
を
終
え
た
協
力
隊
、
あ
る
い
は

関
係
人
口
と
し
て
関
わ
っ
て
も
ら

っ
て
い
る
人
の
た
め
に
、
そ
の
よ

う
な
制
度
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た

い
が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
今

後
、
お
試
し
移
住
と
い
う

の
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
う
。
働
く
場
所
の
提
供

も
、
今
後
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

そ
う
い
っ
た
部
分
を
含
め
て
制
度

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。Q

関
係
人
口
創
出
に
関
連
し

た
国
の
交
付
金
制
度
を
利

用
す
る
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
関

係
人
口
創
出
・
拡
大
の
た

め
の
対
流
促
進
事
業
と
い
う
国
の

制
度
が
あ
り
、
民
間
の
法
人
ま
た

は
団
体
等
が
対
象
に
な
る
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
を
含
め
た
法
人
で
、
実
施
し
た

い
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
制

度
の
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
う
。
ほ
か
の
補

助
制
度
で
は
県
の
テ
レ
ワ
ー
ク
施

設
利
用
促
進
補
助
金
と
い
う
の

も
、
今
や
っ
て
お
り
、
二
地
域
居

住
を
含
め
た
移
住
を
し
た
い
な
ど

で
、
ふ
く
し
ま
ぐ
ら
し
相
談
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
、
ふ
く
し
ま
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

が
使
え
る
も
の
で
、
町
で
正
式
に

テ
レ
ワ
ー
ク
で
き
る
施
設
と
し

て
、
２
つ
の
旅
館
が
手
を
挙
げ
て

お
り
、
情
報
提
供
を
し
て
い
る
。

地道な努力を続けていきます

関係人口創出への取り組みは？

町長
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Q
①
ふ
れ
あ
い
館
の
空
調
設

備
は
、
な
ぜ
、
ガ
ス
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
式
を
進
め
る
に
至
っ
た

の
か
を
伺
う
。

②
会
津
柳
津
駅
舎
内
の
床
の
ひ
び

割
れ
は
、
た
だ
、
割
れ
目
に
モ
ル

タ
ル
注
入
を
し
た
だ
け
で
、
大
変

見
た
目
が
悪
く
根
本
的
な
解
決
に

至
っ
て
い
な
い
と
考
え
る
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

③
近
年
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害

が
多
い
が
、
西
山
小
学
校
は
土
石

流
警
戒
地
域
に
位
置
し
、
ゆ
き
げ

館
は
、
か
ろ
う
じ
て
外
れ
て
い
る

よ
う
だ
が
、
万
が
一
の
場
合
は
周

り
が
土
砂
で
埋
ま
る
事
態
が
予
想

さ
れ
る
。
西
山
地
区
は
集
会
所
が

土
砂
災
害
で
は
利
用
で
き
な
い
と

こ
ろ
が
多
数
あ
り
、
危
惧
を
感
じ

る
。
砂
防
ダ
ム
等
の
設
置
工
事
を

急
ぐ
べ
き
と
思
う
が
、
お
考
え
を

伺
う
。
ま
た
、
既
存
の
集
会
所
に

は
埋
め
込
み
型
の
冷
房
施
設
以
外
、

補
助
金
が
当
て
は
ま
ら
な
い
と
い

う
こ
と
だ
が
、
熱
中
症
の
恐
れ
が

あ
り
、
な
ぜ
当
て
は
ま
ら
な
い
の

か
、
理
由
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
①
３
つ
の
視
点

か
ら
電
気
式
と
ガ
ス
式
の

双
方
を
比
較
検
討
し
た
結
果
で
判

断
し
た
。

１
つ
目
は
機
器
費
用
と
長
期
運

用
コ
ス
ト
な
ど
の
経
済
性
の
視
点

で
、
電
気
式
は
機
器
が
安
価
だ

が
、
高
圧
受
電
設
備
な
ど
の
付
帯

工
事
が
必
要
に
な
る
。
ガ
ス
式
は

導
入
初
期
費
用
が
大
幅
に
抑
制
で

き
、
運
用
コ
ス
ト
を
含
め
る
と
今

後
30
年
間
で
約
３
２
０
０
万
円
程

度
、
安
価
に
な
る
見
込
み
で
あ
り

ま
す
。

２
つ
目
は
冬
場
の
利
用
者
に
向

け
た
利
便
性
の
視
点
で
、
外
気
温

の
影
響
が
少
な
く
暖
房
が
安
定
す

る
。
現
在
も
暖
房
が
効
か
な
い
と

い
っ
た
声
が
電
気
式
の
施
設
利
用

者
か
ら
は
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

３
つ
目
は
地
球
温
暖
化
に
影
響

す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
な
ど

の
環
境
性
の
視
点
で
、
本
町
の
よ

う
な
寒
冷
地
で
電
気
式
は
霜
取
り

運
転
が
頻
繁
に
行
わ
れ
暖
房
効
率

が
大
き
く
低
下
し
、
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
が
少
な
く
な
る
試
算
が

出
て
い
る
。

②
駅
舎
の
床
修
繕
は
以
前
よ
り
ご

指
摘
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

施
工
業
者
、
設
計
監
理
業
者
と
相

談
し
、
状
況
が
落
ち
着
い
た
あ
と

に
修
繕
す
る
と
し
、
８
月
に
施
工
、

割
れ
目
に
モ
ル
タ
ル
を
注
入
し
た

施
工
で
も
構
造
上
に
は
問
題
が
な

い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
割
れ

目
が
完
全
に
見
え
な
く
な
る
状
態

で
は
な
い
が
、
あ
る
程
度
期
間
が

経
過
す
れ
ば
見
え
に
く
く
な
る
と

考
え
て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
観

察
し
て
い
く
。

③
現
在
、
県
で
は
西
山
小
学
校
裏

の
水
上
沢
に
お
け
る
砂
防
ダ
ム
整

備
に
向
け
令
和
５
年
度
に
測
量
業

務
を
実
施
。
令
和
８
年
度
に
は
予

備
設
計
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
事

業
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
県
と
積

極
的
に
協
力
し
て
い
く
。

ま
た
、
支
所
地
区
に
限
ら
ず
急

傾
斜
山
間
地
で
あ
る
た
め
警
戒
区

域
内
の
避
難
所
も
少
な
か
ら
ず
あ

り
、
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に

早
め
の
避
難
行
動
が
取
れ
る
よ
う

日
頃
か
ら
呼
び
か
け
、
有
事
が
予

想
さ
れ
る
場
合
に
は
防
災
無
線
等

に
て
周
知
を
し
て
い
く
。

次
に
集
会
所
の
冷
房
設
備
へ
の

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
記

録
的
な
猛
暑
が
続
く
な
ど
熱
中
症

の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、

避
難
所
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
集

会
所
の
環
境
改
善
は
必
要
と
考
え

て
お
り
、
一
体
型
以
外
の
冷
房
機

器
設
置
に
つ
い
て
も
、
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Q
柳
津
駅
の
補
修
で
、
床
モ

ル
タ
ル
は
下
地
、
元
の
も

の
と
の
不
陸
が
浮
い
て
い
れ
ば
、

５
年
、
10
年
後
に
は
割
れ
て
上
に

浮
き
上
が
っ
て
く
る
。
打
音
検
査

を
し
た
の
か
、
ど
の
く
ら
い
の
箇

所
を
し
た
の
か
伺
う
。
ま
た
前
に

指
摘
し
た
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
の
さ

び
に
対
す
る
保
証
が
あ
る
の
か
ど

う
か
も
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
打
音

検
査
の
実
施
記
録
、
残
っ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
実
施
の
有

無
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

サ
ッ
シ
の
保
証
は
町
の
工
事
請
負

約
款
の
設
備
関
係
に
１
年
と
い
う

表
記
が
あ
り
、
１
年
の
保
証
期
間

と
考
え
て
い
る
。

Q
西
山
地
区
、
や
は
り
地
す

べ
り
急
傾
斜
が
多
く
、
一

時
避
難
の
集
会
所
関
係
で
19
箇
所

あ
る
う
ち
８
箇
所
が
土
砂
災
害
、

大
雨
な
ど
が
来
た
場
合
に
危
険
の

あ
る
と
こ
ろ
。
西
山
小
学
校
、
ゆ

き
げ
館
、
黒
沢
過
ぎ
て
滝
谷
川
の

松
原
橋
、
こ
こ
ら
辺
は
一
番
低
い
。

湯
八
木
沢
あ
た
り
は
、
か
な
り
の

急
傾
斜
で
土
砂
崩
れ
が
ひ
ど
い
な

ど
、
か
な
り
範
囲
が
広
い
の
で
、

避
難
計
画
な
ど
は
、
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
伺
う
。

A
（
総
務
課
長
）
地
区
個
別

の
詳
細
な
計
画
は
現
在
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
メ
イ
ン
の

町
道
等
の
避
難
経
路
が
使
用
で
き

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
、
命
を
守

る
た
め
に
必
要
と
判
断
し
た
時
に

は
、
避
難
指
示
等
を
躊
躇
な
く
発

令
い
た
し
ま

す
の
で
、
お

願
い
い
た
し

ま
す
。

詳細をご説明します（下記）

１．ふれあい館の空調設備の選定
２．会津柳津駅舎内の床修繕
３．防災対策をどうする？

町長
２番　渡

わた

邊
なべ

俊
とし

典
のり

議員



一 般 質 問

12

Q
全
国
的
に
連
日
猛
暑
が
続

き
当
町
で
も
高
温
、
渇
水

が
続
き
、
町
民
は
熱
中
症
の
危
険

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
観
光
客
に

ま
で
気
配
り
を
し
て
安
全
安
心
で

き
る
町
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
次
の
点
に
つ

い
て
伺
う
。

①
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
の
周
知

②
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
設
置

③
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置

④
ウ
オ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
の
設
置

⑤
運
動
公
園
施
設
の
日
よ
け
設
置

⑥
高
齢
者
宅
見
守
り
電
気
代
支
給

⑦�

ラ
ン
ド
セ
ル
内
の
軽
量
化
と
背

当
て
冷
却
パ
ッ
ト
支
給

A
（
町
長
）
①
防
災
無
線
に

限
ら
ず
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
り
注
意

喚
起
を
行
っ
て
い
く
。

③
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が

発
表
さ
れ
る
場
合
に
備
え
て
公
共

施
設
を
中
心
に
設
置
を
検
討
す
る
。

④
非
常
に
有
効
だ
と
認
識
し
て
い

る
が
、
設
置
に
は
予
算
や
衛
生
管

理
等
の
課
題
を
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
。

⑥
保
健
師
、
民
生
委
員
、
介
護
事

業
者
等
に
よ
り
安
否
確
認
や
声
か

け
を
実
施
し
て
い
る
。
冷
房
費
の

補
助
は
国
県
補
助
金
等
の
活
用
を

基
本
と
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
支
援
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

A
（
教
育
長
）
②
事
業
費
が

多
額
と
な
る
の
で
、
財
源

確
保
や
維
持
費
な
ど
に
つ
い
て
十

分
調
査
し
て
判
断
し
た
い
。

ま
た
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
体
育

館
に
つ
い
て
は
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
支

援
を
受
け
る
た
め
に
は
指
定
す
る

活
動
実
績
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
や
大
型
扇
風

機
の
活
用
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

ム
を
「
涼
み
ど
こ
ろ
」
と
し
て
開

放
す
る
な
ど
可
能
な
対
応
を
講
じ

て
い
る
。

④
現
在
、
会
津
柳
津
学
園
中
学
校

に
1
台
設
置
し
て
お
り
、
部
活
動

等
で
在
校
時
間
が
長
く
利
用
頻
度

が
高
い
。
小
学
校
は
児
童
の
水
筒

で
十
分
に
対
応
で
き
て
い
る
。

⑤
強
風
や
積
雪
へ
の
対
応
、
安
全

性
、
費
用
の
課
題
も
あ
る
の
で
財

政
当
局
と
連
携
し
検
証
し
て
い
く
。

⑦
小
中
学
校
で
可
能
な
範
囲
で
軽

量
化
対
策
が
図
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
背
当
て
冷
却
パ
ッ
ト
支

給
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
商
品
が

販
売
さ
れ
、
販
売
価
格
も
安
価
で

あ
る
の
で
、
各
家
庭
で
準
備
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
基
本
に
考
え
て

い
る
。

Q
新
潟
県
の
魚
沼
市
で
は
大

中
小
の
扇
風
機
を
体
育
館

に
導
入
し
た
が
、
半
分
を
国
の
防

災
の
補
助
で
で
き
た
と
い
う
こ
と

な
の
で
、
町
は
検
討
し
て
み
る
考

え
が
あ
る
か
伺
う
。

A
（
町
長
）
傾
聴
に
値
す
る

と
い
う
ふ
う
に
、
私
は
考

え
て
お
り
、
魚
沼
に
直
接
電
話
し

て
聞
い
て
も
い
い
と
思
う
。

A
（
教
育
長
）
ス
ポ
ッ
ト
ク

ー
ラ
ー
を
配
置
し
て
い
る

が
、
使
い
勝
手
が
悪
か
っ
た
と
い

う
反
省
も
あ
り
、
ど
う
い
う
効
果

が
得
ら
れ
る
の
か
を
確
認
し
な
が

ら
進
め
た
い
。

Q
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
例

え
ば
通
り
道
沿
い
の
郵
便
局
や
観

光
案
内
所
、
駅
、
商
店
な
ど
に
お

願
い
で
き
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い

か
。
見
守
り
も
あ
り
、
子
供
た
ち

が
気
楽
に
寄
れ
る
よ
う
な
と
こ
ろ

を
指
定
し
て
は
ど
う
か
。

A
（
総
務
課
長
）
ま
ず
は
公

共
施
設
の
ほ
う
か
ら
進
め
、

そ
こ
か
ら
枝
葉
を
伸
ば
す
と
い
う

よ
う
な
形
を
考
え
て
い
る
。

Q
高
齢
者
は
感
覚
が
衰
え
て

暑
さ
を
感
じ
な
い
。
見
守

り
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
方
が
声
か

け
し
て
い
る
が
、「
も
っ
た
い
な

い
」と
か「
扇
風
機
で
た
く
さ
ん
」

と
か
で
、
あ
る
の
に
使
わ
な
い
方

が
お
ら
れ
る
の
で
、「
遠
慮
し
な

く
て
い
い
ん
だ
よ
」と
か
、「
電
気

代
を
持
つ
か
ら
使
っ
て
い
い
ん
だ

よ
」と
本
当
は
言
い
た
い
が
、（
で

き
な
い
の
で
）
丁
寧
に
教
え
て
ほ

し
い
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
感

じ
て
い
る
か
伺
う
。

A
（
町
民
課
長
）
エ
ア
コ
ン

が
あ
る
の
に
使
わ
な
い
こ

と
は
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
も
な

っ
て
い
る
が
、
熱
中
症
に
な
り
搬

送
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
思
う
の
で
、
高
齢
者
に
関

わ
る
方
々
に
は
、
小
ま
め
に
言
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
も
継

続
し
て
い
き
た
い
。

検討し対応策を講じていき
ます

命に関わる危険な暑さ対策は？

町長

７番　新
に

井
い

田
だ

順
じゅん

一
いち

議員
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中学生議会

私の理想とする柳津町は、伝統が多く残っているなかでも、人がたくさんい
て、活気があり、また商店もたくさんあるような町です。10年前の柳津町の
人口と令和７年の人口を比べると、900人ぐらい少なくなっています。年々人
口が減少しているのですが、このまま人口が減少することで、スーパーや飲食
店などの需要がなくなり、どんどん衰退することになり、ますます人口が減る
という悪循環になっているように思います。そこで柳津町として、人口減少の
ための対策としてどのようなことをしているのか、今後どうしていこうとして
いるのかを教えてください。
　　
　　　人口減少は町だけではなく、日本全体で10年前より370万人減少し、当町でも918人の減少、

高齢化率も47.65％となっています。国立社会保障・人口問題研究所による柳津町の将来推計
人口は、2030年に2,497人、2050年には1,636人になると推計されています。町としても人口減
少を食い止めるための特効薬的施策はありませんが、減少スピードを緩やかにしていく施策を行って
います。具体的には、保育料や給食費の無償化、子どもの医療費助成などの子育て支援、新築住宅建
築や空き家改修への補助、交流人口拡大に向けたイベントの開催、県と連携した県外でのPR事業な
ど、定住促進対策を行っています。また、移住者の呼び込みには国の制度である地域おこし協力隊制
度を積極的に活用しております。行政としては、町で生まれ育った皆さんが就学や就業などで町を離
れたとしても、戻ってきたいと思えるような、町づくりを進めていく責任があると考えています。今
後の取り組みとして、子育て支援を継続して実施していくことはもちろん、移住者向けのシェアハウ
スの整備や、空き家を活用した子育て世代向けの定住促進住宅等の住宅施策を検討しているところで
す。

A

Q 人口減少の対策について

１番
伊藤 颯太 君

10月16日（木）、役場議場において「持続可能な柳津町をつくろう」をテーマに中学生議会が
開催されました。会津柳津学園中学校３年生の代表10名が議長・議員席に座り、町執行部の出席
のもと開会しました。７名の中学生議員が、町政に対する疑問や魅力ある町づくりための提案を
一般質問として行いました。緊張しながらも、しっかりと意見等を発表することができました。

１番　伊藤　颯太 君　人口減少の対策について
２番　目黒　美結 君　観光客について
３番　長谷川　遙 君　医療体制について
５番　白井　亮太 君　道路環境について
６番　齋藤ひなた 君　観光業について
７番　長谷川そら 君　空き家の利活用について
８番　天野　睦季 君　住環境について

只今から、柳津町中学生議会を開会します。

魅力ある柳津町をつくろう！魅力ある柳津町をつくろう！

会津柳津学園中学校中学生議会会津柳津学園中学校中学生議会

一般質問の一覧
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中学生議会

町の観光客は、令和４年には丑寅まつりの効果で、コロナ禍であったにも関
わらず、22万人ほど回復し、年間で77万人ほどの入込数でありました。しか
し、柳津町が赤べこ伝説発祥の地ということを知っている人は少ないのではな
いかと思います。テレビなどでも赤ベこというと会津のくくりになっていて、
柳津町という言葉を聞きません。そこでまず、赤べこイコール柳津というイメ
ージが根付くような企画や施設を作ったり、丑寅まつりのような赤べこに関連
付けたお祭りを実施すれば赤べこ伝説発祥の地として柳津町がクローズアッ
プされ、観光客も増えるのではないかと考えました。観光客の推移について、
コロナが第５類に移行されてから、徐々に観光客が戻りつつあります。具体的
にどのような取り組みをしたから、コロナ禍前の観光客の回復につながったのでしょうか。また、今
後どのような取り組みをして、観光客を増加させたいと考えていますか。そこに私達中学生が関わり、
協力できることはありますか。教えてください。
　　
　　　現在、町と関係団体等が一緒に「赤べこ伝説発祥の地」として広く様々な形でPR活動に取り

組んでおります。例えば11月３日を「赤べこの日」として、まちづくり団体がイベントを開
催し、赤べこキーホルダーを記念品として配付したり、赤べこ型パンフレットを作成するなどしてお
ります。新型コロナウイルス感染症５類移行後は、動画広告をユーチューブ等で掲出したり、只見線
活用ツアーを計画したり、旅館組合等と協力し宿泊者へ商品券を贈呈したりして誘客に努めてきまし
た。また、会津柳津駅舎「あいべこ」のオープンや越後三山只見国定公園奥会津ビジターセンターの
オープンなどもあり、観光客数は約90％まで回復できました。来年、「ふくしまデスティネーション
キャンペーン」が開催されますので、町にしか無い魅力をPRし、誘客に繋げていきたい。現在、圓
藏寺をはじめ歴史的価値の高い建造物や自然公園等の景観を活用した特別企画の実施を考えており、
只見線ツアーの計画等にも取り組んで行きたいので、関係団体と協議を重ねていきます。中学生のみ
なさんには、ボランティア清掃活動や花植え等の美化活動、町民のみなさんやお客様に挨拶をする等、
今後も継続してもらいたいと思っています。また、自ら町の魅力を感じて、少しでも多くの方に伝え、
様々なイベント等もありますので、足を運んで盛り上げてください。ボランティアスタッフを募集し
ている場合もありますので、「おもてなし」をしてもらえれば、誘客につながっていくと考えています。

A

町の医療体制について質問します。全生徒アンケートで、「大人になっても
柳津町に住みたいですか」という問いに対して、「住み続けたいと思わない」
と答えた生徒が約63％いました。「どういった町であれば住みやすい、住み続
けたいと思いますか」という問いに対して、「医療体制が整備されている」と
答えた生徒が65％いました。町には診療所しかなく、診療してもらえないと
きもあります。多くの患者や高齢者が安心して入院できたり、診察が受けられ
る医療体制であれば、町民みんなが健康で、元気で安心して暮らせる町になる
と思います。今後の柳津町の医療体制について、どのようにお考えかお聞かせ
ください。
　
　　　住み慣れた地域で健康的な生活を送ることができるよう、町が設置運営する「柳津町国民健康

保険診療所」と「西山出張所」があり、民間の歯科医院が１つあります。当町の国保診療所は、
軽症の方や慢性疾患の安定期の方が通院して治療を受けることができる医療機関です。専門的な治療
が必要な患者は専門の病院等へ紹介し、その病状が安定した際には、また診療所において継続した治
療ができるよう近隣の医療機関等と情報連携を図りながら診療しています。また、保健、介護、予防接
種や健康診断等も担っており、皆さんの学校医でもあります。しかしながら、町の国保診療所には病床
がないなど、医療設備に限りがあります。今後、新たな病院の建設や先進的な医療機器等を整備するに
は、多額の財政負担が必要となってきますので、新たな医療機関の建設は考えておりませんが、近隣町
村と広域的な連携を強化していくことが重要であると考え、三島町で進められている県立宮下病院の建
て替えに合わせて、地域医療体制の充実を要望しています。高齢化率が高い当町においては、交通手
段が大変重要でありますので、協議をしながら、公共交通を含めた利便性の向上に努めていきます。

A

Q 観光客について

Q 医療体制について

２番
目黒 美結 君

３番
長谷川 遙 君
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町の道路環境について質問します。道路のインフラの現状について、町が道
路の管理をされていることはよく理解しています。道路の街灯を考えると、柳
津町は中心から離れるにつれ、だんだん街灯が少なくなります。私たちが部活
動で使用するＢ＆Ｇ海洋センターからふれあい館までの街灯が少なく、暗い中
歩いて行かなくてはなりません。また、福満虚空藏菩薩・圓藏寺のライトアッ
プされている時がありますが、もう少し多くライトアップされると華やかにな
るはずです。街灯によって町が明るくなれば、観光客なども増えていくのでは
ないでしょうか。今後の街灯、ライトアップについてどのようにお考えかお聞
かせください。
　　
　　　町は町道等の道路管理者として安全通行できるよう改良や維持補修等を実施しております。し

かし、ご質問にありました街灯は橋及びトンネル内の照明のみ実施しており、その他道路沿い
の街灯は各行政区や事業所等での設置管理となります。道路管理者として、夜間の安全通行のため、
段差のある歩道と車道の間に反射材等を設置し、道路両脇のラインに夜光塗料を使用するなど、ドラ
イバーの視野を確保しながら、歩行者の存在を認識しやすくするための対策を実施しているところで
あります。また、ご指摘のありました夜間歩行に支障のあるような箇所は、関係機関等と協議の上、
安全確保できるよう努めて参ります。ライトアップにつきましては、会津柳津観光物産協会、柳津町
商工会の事業の一つとして、春のサクラの時期、秋の紅葉の時期を中心に会津柳津駅の桜並木や福満
虚空藏菩薩圓藏寺などをライトアップしております。また、赤べこのイラストの入った提灯を用いて
会津柳津駅や魚渕周辺のライトアップなども行っております。今後も、観光客に「きれいだな」「ま
た来たいな」と思って頂けるような取り組みを、関係団体と協議しながら一緒に考えて参りたいと思
います。

A

町の観光業について質問します。会津柳津学園中学校の全生徒アンケート
で、「柳津町の強み（よいところ）は何だと思いますか」の問いに、「景色がき
れい」と答えた生徒が約83％、「歴史ある町」と答えた生徒が約78％いました。
また「柳津町のどのようなところをPRしたら国内外の人に興味を持ってもら
えると思いますか」の問いには、「景色、自然、歴史」と答えた生徒が75％い
ました。自然を考えた時に、柳津町には森林公園があります。ここはキャンプ
やバーベキューなどができるようになっているはずです。それをもっとPRし、
アスレチックなどもできるように整備して、柳津町の自然を生かす活動をして
はどうかと考えました。そこで柳津町では、自然を生かした活動として具体的
に何をしているのか、またそれはどのような成果をあげているのかお聞かせください。
　
　　　自然を生かした具体的な活動として、昨年７月に、道の駅会津柳津観光物産館清柳苑内に「越

後三山只見国定公園奥会津ビジターセンター」がオープンしました。ビジターセンターは福島
県の施設でありますが、町内に所在するので、福島県、柳津町、運営担当のやないづ振興公社が連携
して、奥会津地方の自然や行事イベントの紹介、セミナーの開催、自然アクティビティツアー開催な
ど、様々な活動をしております。町としても、自然公園を利活用し地域の振興につなげたいと考え、
案内しながらのトレッキング、登山などを楽しむためのガイド養成、カヤックやサイクリング等の新
たな自然アクティビティのための環境整備などに取り組んでいます。森林公園は、現在、遊べる設備
が大型遊具のみで、熊やイノシシの出没等によりキャンプやバーべキュー等の利用者も減少しており
ます。このような中で、自然を生かした体験が行えるような内容を盛り込んだ柳津町森林利活用ビジ
ョンを昨年度に作成しました。そのビジョンをもとに施設全体の再整備計画案作成を県の森林環境整
備基金を活用して進めています。また、森林公園の新たな活用の方向性として、森林公園内を歩きな
がら学び、心身のバランスを整える森林療法を町包括支援センター「のぞみ」と連携して実施しまし
た。この事業は好評でしたので11月にも再度実施を予定しております。さらに、奥会津ビジターセ
ンターと連携を図りながら、利活用を図っていきたいと考えています。

A

Q 道路環境について

Q 観光業について

５番
白井 亮太 君

６番
齋藤 ひなた 君
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町の空き家の利活用ついて質問します。柳津町には現在240軒の空き家があ
るそうです。町では空き家対策として「空き家バンク」「空き家の解体や改修
などに対する補助」「空き家の利活用」に取り組んでいることを理解していま
す。しかしながら、解消された空き家が令和６年度は11軒あったのに対して、
新たに12軒空き家になったと資料にありました。これは、結局空き家が増え
ている、ということになります。これらの空き家の利活用として、観光客、特
に外国から観光に来る人たちに安い値段で利用してもらうということはどう
でしょうか。空き家の利活用についての具体的な対策についてどのようにお考
えかお聞かせください。
　　
　　　町内の空き家は年々増加しており、空き家バンクの運営や空き家の解体等の補助を実施してお

ります。毎年５軒ほど補助を活用して空き家が解体されておりますが、増加するほうが多い状
況です。空き家増加の要因としては、家庭環境の変化も関係していると考えられ、核家族化によるも
のもあると考えております。空き家の活用については、ご提案いただいた観光客向けの宿泊への活用
ができれば、有効であると考えられますが、実施にあたっては、宿泊業に適する立地などの状況や、
誰が事業を実施し継続できるのか等の課題が挙げられます。現在、移住施策の一環として空き家を町
が所有し、移住者向けのシェアハウスへ改修し、地域住民との交流スペースとしても活用する事業を
予定しております。また、定住施策として、空き家を定住促進住宅にリフォームする事業を検討して
います。

A

町の住環境について質問します。ほぼ毎日と言っていいほど、防災無線で、
熊の出没注意の放送が流れます。熊や他の有害鳥獣の被害もあると聞きます。
また、今年の冬の豪雪の際、除雪が間に合わず、生活に支障が起きたり、道路
渋滞をはじめとして、学校も休校になったりと大きな被害が起きました。みん
なが安全、安心して生活ができるためにも、有害鳥獣対策、除雪対策を重視し
ていただきたいと考えます。有害鳥獣対策、除雪対策についてどのようにお考
えかお聞かせください。
　
　　　有害鳥獣対策として、農作物と人への被害防止を図るため、鳥獣が田畑

に入ってこないよう電気柵やワイヤーメッシュ柵の購入の補助を行っております。また、県の
支援により各地区での雑草の刈払いを行い、人と鳥獣の住むエリアを分ける取り組みを行うととも
に、国の支援により手入れされなくなった、特に柿や栗などの放任果樹伐採を行うことで、有害鳥獣
が近づきにくくなる地区づくりを行っているところです。さらに、町の有害鳥獣に関連する団体であ
る猟友会や鳥獣被害対策実施隊と連携することはもちろん、会津管内で組織する会津地域鳥獣被害防
止広域対策推進協議会とも連携を図りながら、今後も対策を進めていきます。有害鳥獣は、作物被害
や人身被害を与えるため、捕獲の対象となる一方、鳥獣保護法で保護される対象でもあります。鳥獣
行政の基本的な考え方として、人の生活するエリアと鳥獣の生活するエリアを分け、その間に緩衝帯
を設けることで、人と鳥獣の共存を図っていくことを大事にしなければなりません。それには、地域
のみなさんの理解と協力が必要ですので、地域向けの勉強会等の機会を今以上に増やしていくことも
考えていきます。
次に、今年の1月から2月にかけての大雪で、朝の通学・通勤時間帯までの除雪が間に合わず、町
民の皆さんにたいへんなご迷惑をおかけした。早朝除雪は、午前3時から出動することとしており、
例年どおりの降雪であれば十分に対応できておりました。しかし、今年は、例年にない短時間での大
雪を記録し、除雪出動が遅れるとともに、散水消雪設備では雪を融かすことができない状況となった。
今後は、このようなケースも想定しながら除雪体制のさらなる充実を図っていきます。さらに、除雪
作業員の高齢化、後継者不足による人員確保及び育成のむずかしさ、除雪機械等の修繕代の増大、消
雪設備の故障への対応など、早急に対応しなければならない課題が山積しております。町民の皆さん
が安心・安全な冬期間の住環境を確保できるよう、課題解決に向け努力していきます。

A

Q 空き家の利活用について

Q 住環境について

７番
長谷川 そら 君

８番
天野 睦季 君
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中学生議会は中学生議会は
動画配信をしています。動画配信をしています。

中学生の皆さんから感想をいただきました中学生の皆さんから感想をいただきました（※一部を抜粋して掲載しております）（※一部を抜粋して掲載しております）

パソコンやタブレット、
スマートフォン
からもご覧
いただけます。

第4回臨時会が開催されました
10月22日（水）第４回臨時会が開催さ
れ、議案１件について、同意いたしました。
【内容】特別功労者の表彰について
　　　表彰事業者
　　　柳津測量設計株式会社（町へのご寄附）

令和７年度の会計状況を調べました

１０月２２日（水）から
８日間の日程で令和７年
度上半期における町会計
事務及び経営管理状況に
関しての定期監査が行わ
れました。

町村議会議員研修会が開催されました
10月20日（月）郡山市ビックパレット
ふくしまコンベンションホールにおい
て、福島県町村議会議長会主催の研修会
が行われ、全議員が出席しました。議会
改革の目的や進め方、今後の中央政局の
見通しなどの講演を聴講しました。
【講演】　議会活性化、議会改革について
【講師】　大正大学地域創生学部公共政策学科　教授　江藤 俊昭 氏
【講演】　今後の政局・政治展望
【講師】　政治ジャーナリスト　田﨑 史郎 氏

柳津町に「あれ建てた
い！」「これ建てたい！」
で決まるものじゃない。
未来のことを考え実行
するかしないか、考え
ているんだなと思いま
した。

町には良い所が多くあ
るが、直さなければい
けない所も多くあるの
で、町役場の人たち、
町民の人たちと自分で、
少しでも改善していけ
ればなと思いました。

中学生議会という場で、
自分の意見を言い、そ
れに対して町長がしっ
かりと答えてくれて、と
てもうれしかったです。

町には課題だけではな
く、良い所、魅力もた
くさんあると思いまし
た。良い所、魅力を国
内外の人に、もっと発
信できると良いなと思
いました。

町長さんが答弁に書か
れていないことも話し
ていてすごかった。質
問したことは、議会で
も話題に上がっていて、
対策や企画が考えられ
ていて、町のことを思
う気持ちが伝わった。

間違ってしまった部分
もあったけど、ちゃん
と質問できて良かった
です。これから町がど
ういう取り組みをして
いくのか楽しみです。

自分たちが考えた質問
に対して町長さんが質
問にしっかり向き合っ
てくれていること。ま
た町長さんからみる課
題、また町を知れて良
かった。

大勢の人の前で言うの
は緊張した。でも町が
している対策を聞くこ
とができた。町のため
にもイベントやボラン
ティアに参加したいと
思った。

中学生議会
を終えて

同意
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−− 議 会 の 動 き 議 会 の 動 き（令和７年第２回定例会以降）（令和７年第２回定例会以降）  −−
	 ６月18日	 町議会議員行政調査（岡山県方面、〜20日）
	 25日	 会津若松地方広域市町村圏整備組合議会行政調査（埼玉、東京方面）（広域担当議員）
	 28日	 森林利活用ビジョンキックオフイベント（ゆきげ館）（副議長）
	 30日	 猪鼻地区との懇談会（産業厚生常任委員）
	 	 町議会全員協議会、第２回臨時会
	 ７月１日	 第75回社会を明るくする運動駅頭広報
	 	（総務文教常任委員長、副委員長）
	 	 福島県町村議会広報研修会（郡山市）（広報常任委員）
	 ８日	 福島県庁要望活動（土木部、教育庁、県議会事務局）
	 17日	 両沼地方町村議会議長会臨時総会（会津坂下町）（議長）
	 18日	 町議会全員協議会、第３回臨時会
	 24日	 第35回両沼地方町村議会議員大会（昭和村）
	 29日	 両沼地方町村議会議長会行政調査（広島県方面、〜31日）（議長）
	 ８月１日	 国道400号杉峠改良促進期成同盟会総会　ほか２つの期成同盟会総会（三島町）（議長ほか）
	 	 町民生委員会推薦会（議長）
	 ８日	 会津若松地方広域市町村圏整備組合議会定例会（会津若松市）（広域担当議員）
	 	 東北横断自動車道等整備促進期成同盟会合同大会（東京都）（議長）
	 21日	 町議会全員協議会
	 	 会津若松地方広域市町村圏組合議会定例会（会津若松市）（広域担当議員）
	 27日	 議会運営委員会
	 28日	 県道会津高田柳津線赤留塔寺線整備促進期成同盟会総会（会津坂下町）（議長ほか）
	 29日	 奥会津五町村議会議長連絡協議会管内行政調査（金山町）（議長）
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ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
あ

る
い
は
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
な

ど
に
よ
り
、
２
０
２
２
年
か
ら
の
物
価
高

騰
が
引
き
続
い
て
お
り
、
さ
き
の
10
月
に

は
食
品
３
０
２
４
品
目
が
値
上
げ
さ
れ
、

累
計
で
は
２
１
，
６
５
５
品
目
が
値
上
げ

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
家
計
に
重
い
負

担
が
掛
か
り
続
け
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
我
々
、
国
民
一
人
ひ
と
り

が
、
こ
の
新
し
い
問
題
に
、
ど
う
対
処

す
べ
き
か
を
考
え
て
い
な
け
れ
ば
、
厳

し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

と
り
あ
え
ず
は
一
日
も
早
く
、
ロ
シ

ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
問
題
に
終
止
符
を

打
た
れ
る
こ
と
を
切
に
願
う
、
今
日
こ

の
頃
で
す
。�

（
田
﨑
信
二
）

７
月
24
日
、
昭
和
村
で
開
催
さ

れ
た
両
沼
地
方
町
村
議
会
議
員
大

会
で
採
択
さ
れ
た
要
望
書
を
11
月

５
日
と
11
日
に
両
沼
地
方
町
村
の

議
会
議
長
が
国
・
県
に
提
出
し
ま

し
た
。

両
沼
地
方
の
地
域
開
発
、
産
業

の
振
興
、
経
済
・
文
化
の
発
展
を

図
り
、
近
年
の
気
候
変
動
に
よ
り

多
発
し
て
い
る
自
然
災
害
か
ら
住

民
を
守
る
た
め
、
次
の
４
項
目
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
、
早
期

に
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
要
望
い
た

し
ま
し
た
。

１
、�

一
般
国
道
４
０
０
号
線
舟
鼻

峠
の
早
期
整
備

２
、�

一
般
国
道
４
０
１
号
会
津
若

松
市
・
南
会
津
町
南
郷
間
の

整
備
促
進

３
、�

只
見
川
圏
域
整
備
計
画
の
速

や
か
な
実
施

４
、�

一
級
河
川（
旧
湯
川
・
せ
せ

な
ぎ
川
）の
整
備
促
進

委
員
長
　
新
井
田
　
順
　
一

副
委
員
長
　
小
　
林
　
　
　
浩

委
　
　
員
　
渡
　
邊
　
俊
　
典

　
　
　
　
　
荒
　
明
　
正
　
一

広報常任
委 員 会

ちょっと
一言

森林利活用ビジョン
キックオフイベント講演会

両
沼
地
方
町
村
議
会
議
長
会

中
央
要
望


